
いちき串木野市公共下水道事業経営戦略【概要版】 期間：令和8年度～17年度（10年間）

経営の基本方針

【生活環境の改善及び水質保全の役割を担う
下水道サービスを、持続的かつ安定的に提供
するための経営基盤を強化します。】

・効果的、効率的な改築更新

・普及促進、水洗化率の向上

・下水道事業の適切な運用

経営目標と実行体制（PDCA）

・未整備区域について、汚水管渠の整備を行う。

・ストックマネジメント計画策定により、効果的・効

率的な改築更新を行う。

【料金改定】
財源確保のため、令和11年度に15％の改定を検討

事後検証・見直し
・毎年度決算時に目標を評価・検証
・計画開始から5年経過時点で見直しを実施

経営環境の推移見込（計画期間）

財政収支計画と継続投資

管路・施設更新に毎年約３億円を継続投資します。

区分/年度(百万円) R8 R12 R17

収益的収支
(日々の運営)

収入計 599 599 618
支出計 501 530 558
純損益 98 69 60

資本的収支
(施設整備等)

収入計 160 264 198
支出計 386 517 416
不足額 226 253 218

不足額は減価償却費等の内部留保資金で補てん
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